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予算規模
２７億３，９１４万８千円（補正後予算額 １，３０２億４，３０２万９千円）

（２） 生活者支援・事業者支援 １３２，５７９千円

• 障害者施設等に対する物価高騰対策支援 障害者福祉課 11,180千円

• 高齢者施設に対する物価高騰対策支援 高齢者いきがい課 32,147千円

• 高齢者施設等に対する物価高騰対策支援 介護保険課 76,358千円

• 認可外保育施設における給食食材費等高騰対策 こども政策課 1,050千円

• 民間保育所等における給食食材費等高騰対策 保育課 7,389千円

• 障害児通所施設に対する物価高騰対策支援 療育支援課 1,710千円

• 公立保育所における給食食材費等高騰対策 保育課 2,745千円

※補正財源として物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用しています。

（１） 低所得世帯支援 ２，６０６，５６９千円

• 物価高騰重点支援給付金給付事業（追加分） 福祉推進課 2,606,569千円
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物価高騰の負担感が大きい住民税非課税世帯の生活を支援するため、１世帯当
たり７万円を給付します。

担当部署：福祉部福祉推進課

【対象世帯】 給付世帯（３６，０００世帯） ⇒ １月中旬 … 確認書等送付、受付窓口開設

【給付予定】 ２月上旬から給付金の振り込みを開始するとともに、受付終了は２月下旬を予定しています。

【予算内訳】 事務費（職員手当等、需用費、役務費、委託料）… ８６，５６９千円、事業費（補助金）… ２，５２０，０００千円

高齢者施設や障害者施設等について、利用者が安心してサービスを受けられる
環境を維持するため、事業継続を目的に支援を行います（令和５年度下半期分）。

対象施設 担当部署 補正予算額 内 訳

① 障害者施設等 福祉部障害者福祉課 １１，１８０千円

• 入所施設 ９，０００円 × ２６０人
• グループホーム ６０，０００円 × ８０住居
• 通所系事業所 ６０，０００円 × ６６事業所
• 訪問系事業所 １０，０００円 × ８事業所

② 高齢者施設 福祉部高齢者いきがい課 ３２，１４７千円 • 入所系施設 １７，０００円 × １，８９１人

③ 高齢者施設等 福祉部介護保険課 ７６，３５８千円
• 入所系施設 １７，０００円 × ２，８６４人
• 通所系事業所 ２１０，０００円 × １２０事業所
• 訪問系事業所 １０，０００円 × ２４７事業所

④ 障害児通所施設 こども未来部療育支援課 １，７１０千円 • 障害児通所支援事業所 ３０，０００円 × ５７事業所
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公立保育所や民間保育所等の給食について、これまでどおりの質や量を保った
給食の提供ができるよう対応します（令和５年度下半期追加分）。

① 公立保育所における給食食材費等高騰対策 ２，７４５千円

• 公立保育所に対して、食材価格上昇率から影響額（園児１人当たり月額２５０円）を算
出し、園児数に応じて給食食材費を増額します。

① 公立保育所 １，８３０人（定員） × ２５０円 × ６か月（下半期） ＝ ２，７４５千円

担当部署：こども未来部保育課

※食材価格上昇率は、消費者物価指数における食料指数の平均伸び率（令和５年４月から９月まで）を参考に８．６％を見込み、６月補正予算で計上し
た５．３％の上昇分を引いた３．３％の差分を上乗せ分として積算しました。

②の担当部署：こども未来部保育課
③の担当部署：こども未来部こども政策課

• 民間保育所等に対して、食材価格上昇率から影響額（園児１人当たり月額２５０円）を
算出し、園児数に応じて補助金を交付します。

② 民間保育所等における給食食材費等高騰対策 ７，３８９千円

② 民間保育所 ３，０１６人（定員） × ２５０円 × ６か月（下半期） ＝ ４，５２４千円
② 認定こども園 １，４０３人（定員） × ２５０円 × ６か月（下半期） ＝ ２，１０５千円
② 小規模保育事業所 ３５７人（定員） × ２５０円 × ６か月（下半期） ＝ ５３６千円
② 事業所内保育事業所 １５０人（定員） × ２５０円 × ６か月（下半期） ＝ ２２５千円
③ 認可外保育施設 ７００人（定員） × ２５０円 × ６か月（下半期） ＝ １，０５０千円

③ 認可外保育施設における給食食材費等高騰対策 １，０５０千円


